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1 同大学大学院教育学研究科博士課程後期 3 年生。執筆担当箇所は、はじめに、１、２、５、おわりに。 
2 同大学大学院教育学研究科博士課程後期 3 年生。執筆担当箇所は３。 










持っているからである。Ａ先生の広島大学勤続年数は 25 年、Ｂ先生のそれは 12年である。 
インタビューは半構造化して行なった。事前に質問項目を対象者に送り、当日はそれへ


































































































































































































































































































































































































































































































                                                 
1 「教職課程担当教員養成プログラム」http://home.hiroshima-u.ac.jp/kyo2/Ed.Dprogram/（2016 年 2
月 29 日最終閲覧）。 
2 広島大学大学院教育学研究科教職課程担当教員養成プログラム『平成 24 年度 教職課程担当教員養成プ
ログラム報告書 博士課程学生がすすめる〈FD〉』2013 年 3 月、など。なお、平成 23 年度以降の活動
報告書は広島大学学術情報リポジトリにおいて公開されている。 
3 境愛一郎ほか「教職課程担当教員養成プログラムのめざすもの プレ FD としての独自性と課題」広島
大学大学院教育学研究科教職課程担当教員養成プログラム『平成 25 年度教職課程担当教員養成プログラ
ム報告書 先生を育てる先生として育つ』2014 年 3 月、pp. 21-22。 
4 黒木貴人ほか「教職課程担当教員養成プログラムにおける「育てたい教師像」」広島大学大学院教育学
研究科教職課程担当教員養成プログラム『平成 25 年度教職課程担当教員養成プログラム報告書 先生を
育てる先生として育つ』2014 年 3 月、pp. 3-19。 
5 久恒拓也「教師教育者を目指す大学院生に必要な授業実践の模索」広島大学大学院教育学研究科教職課
程担当教員養成プログラム『平成 26 年度教職課程担当教員養成プログラム報告書』2015 年 6 月、pp. 29-42。 
6 境愛一郎・相馬宗胤「教職課程担当教員としての意識形成プロセスに関する質的研究」広島大学大学院
教育学研究科教職課程担当教員養成プログラム『平成 26 年度教職課程担当教員養成プログラム報告書』
2015 年 6 月、pp. 4-15。 
7 前半は教員養成の歴史や現状について学ぶ回、後半は履修生が教職科目のシラバス（対象大学は問わな




法 リーディングス日本の高等教育―2』玉川大学出版部、2011 年、pp.328-341。 
 
